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感染対策委員会からのお知らせ 
 

日頃より、当院の診療体制にご協力頂き、誠にありがとうございます。 

新型コロナウィルス感染症対策として、外来患者さまには体温測定、手指消毒、ソーシャルディスタンスの確保

をお願いしております。上気道症状や発熱患者さまには救急室側駐車場にある発熱外来での診察や画像検査

の時間指定による動線分離の徹底をお願いし、さらに入院患者さまには面会制限、緊急入院時の感染対策病

室への入室など、多くの病院利用者様に対して大変ご不便をおかけしております。同時に当院職員は、診療状

況に応じてマスク、アイガードやフェイスシールド、ガウン、グローブ等を着用して徹底した感染予防対策を講じて安

全で安心できる診療体制構築に心掛けております。 

加えて、発熱等の症状が無いものの、就業や就学のために必要な検査として、新型コロナウィルス感染症の唾

液 PCR自費検査も実施しております。詳細は当院ホームページをご覧いただければと存じます。 

新年早々、神奈川県を含む首都圏では新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、緊急事態宣言が発出されま

した。当院、発熱外来におきましても、下記の表に示されるように 12 月以降 PCR 検査陽性者が散見されてお

ります。尚一層の緊張感を持って、病院職員は新型コロナウィルス感染症の対策を引き続き遵守し、地域の皆

様に継続的に安心できる医療を提供していきたいと考えております。 

今後とも、宜しくお願い致します。 

感染対策委員長 水上 博喜 

 
当院の「介護療養型医療施設」は、2021 年（令和 3 年）4 月より「横浜鶴ヶ峰病院介護医療院」へ転

換いたします。今までの医療と生活施設としての機能を持ち合わせた介護施設となります。 

お受けする患者さまの判定基準も今までと大きく変わることはない予定です。 

費用等の詳細については次回にご報告いたします。 
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発熱外来受診者数  (PCR陽性者数) 

2020 年 11 月 82 件   0件 

2020 年 12 月 120 件  13件 

2021 年 1 月 42 件  11件 2021/1/15 現在 



 

看護部ユニフォームを 

リニューアルしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 生地の手触りがよく軽くて動きやすいです。 

☆ ストレッチが効いて動きやすく見た目もスッキリ、デザインも気に入っています。 

☆ おしゃれな感じでカラーを選べるのが良いですね。 

☆ OP・内視鏡室ナースのグリーンが素敵です。 

☆ カラーを選べたり、上下の組み合わせを変えたりと好きなユニフォームで 

働くことができモチベーションがあがります。 

☆ 患者さまからユニフォームのことで声を掛けられることが増え、好評です。 

 

患者さま、そして他部署の職員からも評判は   

上々のようです。みんなの声を取り入れて頂いた

ことに、理事長、病院長、看護部長にこの場をお借

りして感謝申し上げます。そしてユニフォーム推進

委員の方々は、みんなの意見をしっかりと聞き、時

間をかけてセレクトして頂きました。機能的で着心

地もよくかつ華やかさもあり、病院内が明るくなり

ました。 

看護部副部長 山﨑京子 

 

当院における新型コロナウィルス陽性者のご報告 
2021/2/2現在、新型コロナウィルス陽性者は入院患者６名（最終発症日から 14日目は 2021/2/3で終了）、職員

４名（健康観察期間は全員終了）、濃厚接触者（療養病棟内 2名 健康観察期間 2021/2/1で終了）となっております。 

関連病棟の封鎖にて他への波及はみせておりません。入院や手術を含めた通常診療の再開は 2月 15日を予定してお

り、医師・職員・入院中の患者様には PCR 検査を随時実施のうえ、健康観察を継続的に行っています。関係する皆さま

には大変ご迷惑をおかけいたしますが、何卒ご理解のほど宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

編集後記／池住 

新型コロナウィルス感染症の流行により皆さんも落ち着かない日々をお過ごしのことと思います。特にお医者さん、看護師さんの心身共

に疲労と戦いながらの勤務は想像を絶する状況にあると思います。第一線で闘っている全ての方に心から感謝申し上げます。 

明けない夜はないと信じ、早い終息を願うばかりです。 


